
議会からのたより
第 64 号

補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

◆
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更

◆
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更

◆
遠
別
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
新
規
就
農
者
経
営
発
展
支

援
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

主
な
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

◆
省
エ
ネ
家
電
購
入
支
援
事
業
補
助

金　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円
増

◆
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
金
（
調

整
給
付
分
）  

６
９
０
万
５
千
円
増

◆
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
助
金
（
水

道
料
金
軽
減
）　
３
０
０
万
円
増

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
苑
運

営
補
助
金

　
　
　

５
，
６
３
２
万
１
千
円
新
規

◆
地
域
産
品
開
発
業
務
委
託
料

４
９
９
万
４
千
円
新
規

発　
議

◆
議
員
派
遣
に
つ
い
て

般
質
問
は
白
幡
議
員
が
行
い
、
会
期

を
２
日
残
し
閉
会
し
ま
し
た
。

行
政
報
告

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
苑
の

事
業
承
継

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用

◆
令
和
７
年
度
普
通
交
付
税
の
決
定

◆
第
45
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小

学
生
大
会
全
国
大
会
出
場
結
果
並

び
に
中
学
校
体
育
大
会
全
道
大
会

及
び
全
国
大
会
の
出
場
結
果

◆
小
西
出
隼
翔
さ
ん
の
２
０
２
５
男

子
Ｕ
16
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ア
ジ
ア
選

手
権
大
会
出
場

報　
告

◆
専
決
処
分
の
承
認
（
令
和
７
年
度
遠

別
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
））

◆
令
和
６
年
度
健
全
化
判
断
比
率
の

報
告

◆
令
和
６
年
度
資
金
不
足
比
率
の
報
告

◆
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す

る
点
検
・
評
価
報
告
書
（
令
和
６

年
度
対
象
）審

議
事
項

◆
功
労
表
彰
の
被
表
彰
者
推
薦

◆
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

議
会
全
員
協
議
会（
協
議
議
題
）

◆
８
月
15
日
開
催

・
職
員
の
旅
費
（
宿
泊
料
）
に
関
す

る
条
例
の
見
直
し

・
第
７
期
遠
別
町
総
合
計
画
進
捗
状　

況
・
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
交
付
決

定
・
遠
別
町
介
護
従
事
者
向
け
住
宅
条

例
の
制
定
（
取
下
げ
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
苑
運

営
補
助
金

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
金
（
調

整
給
付
分
）

◆
８
月
21
日
開
催

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
苑
運

営
補
助
金
（
再
協
議
）

　
９
月
８
日
か
ら
９
月
12
日
の
５
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
報
告
４

件
、
功
労
表
彰
の
被
表
彰
者
推
薦
、

規
約
の
変
更
３
件
、
条
例
の
一
部
改

正
４
件
、
補
正
予
算
４
件
、
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
５
件
、
公
営
企

業
会
計
決
算
認
定
２
件
、
発
議
１
件

の
合
計
24
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
一

第
４
回
定
例
会
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議会からのたより
第 64 号

【
一
般
会
計
（
歳
出
）】

― 

農
林
水
産
費 

―

ヒ
グ
マ
対
策
に
つ
い
て

遠
別
猟
友
会
の
会
員
数
は
？
ま

た
、
ヒ
グ
マ
対
策
に
つ
い
て
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

会
員
数
は
11
名
。
ヒ
グ
マ
対
応

と
し
て
は
有
害
駆
除
と
し
て
８

名
の
方
が
許
可
を
得
て
活
動
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
日
現
在
で
15

頭
を
駆
除
し
て
い
る
。
今
後
は
若
い

方
、
農
業
者
の
方
が
狩
猟
免
許
を
取
っ

て
い
た
だ
け
る
と
活
動
が
広
が
る
と

考
え
る
の
で
、
勧
誘
を
含
め
て
行
政

や
猟
友
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

― 

商
工
費 

―

と
ん
が
り
か
ん
の
利
用
に
つ
い
て

厨
房
の
稼
働
日
数
は
？
ま
た
、

テ
レ
ワ
ー
ク
利
用
人
数
が
99
人

と
低
迷
し
て
い
る
が
、
大
人
だ
け
の

人
数
か
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
利

用
も
入
っ
て
い
る
の
か
。
今
後
の
方

向
性
は
。厨

房
の
利
用
頻
度
は
年
２
回
、

オ
ー
プ
ン
の
時
と
10
月
の
イ

ベ
ン
ト
時
と
な
っ
て
い
る
。
テ
レ

ワ
ー
ク
利
用
者
、
延
べ
99
人
の
う
ち

中
学
生
の
利
用
が
延
べ
21
人
と
な
っ

て
い
る
。
厨
房
の
利
用
に
つ
い
て
は

利
用
・
販
売
を
し
た
い
と
い
う
相
談

も
あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
も
含
め

利
活
用
を
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

― 

歳
出
全
般 

―

旭
温
泉
の
あ
り
方
に
つ
い
て

指
定
管
理
を
含
め
、
今
後
の
旭

温
泉
の
考
え
を
伺
う
。

決
算
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら

次
の
５
年
の
管
理
料
に
関
し

て
は
考
え
て
い
く
。
ま
た
、
町
の
観

光
全
体
を
考
え
、
旭
温
泉
を
売
り
込

む
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
宿
泊
棟
も
50
年
が
経
過
し

て
お
り
、
将
来
的
な
あ
り
方
を
総
合

計
画
の
中
で
打
ち
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
か
と
考
え
て
い
る
。

令
和
６
年
度　
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会　
９
月
９
日

答 問答 問

答 問

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次の定例会は12月12日頃 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）　　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくは
テレビ電話でご確認ください。

議会を議場で傍聴された方には、
行政サービスポイント 200ポイントが付与されます。

議
会
全
員
協
議
会（
協
議
議
題
）

◆
９
月
８
日
開
催

・
特
急
は
ぼ
ろ
号
の
一
部
区
間
の
減
便

◆
10
月
８
日
開
催

・
ほ
た
て
養
殖
資
材
導
入
に
係
る
補
助

金
　
10
月
29
日
の
１
日
を
会
期
と
し
て

開
催
し
、
報
告
１
件
、
補
正
予
算
１

件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

報　
告

◆
令
和
６
年
度
資
金
不
足
比
率
の
修

正

主
な
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

◆
ホ
タ
テ
養
殖
漁
業
生
産
力
強
化
等

支
援
事
業
補
助
金

　
　
　

３
，
６
７
６
万
４
千
円
新
規

◆
遠
別
中
学
校
建
設
工
事

　
　
　
　
　
　

１
億
７
０
０
万
円
増

第
５
回
臨
時
会
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議会からのたより
第 64 号

土井教育長 答 献立の工夫などにより質と量を確保するよう対応している。

白幡議員　 問 物価高騰が進む中で学校給食への対応は？

全
国
的
に
物
価
高
騰
が
進
む

中
、
本
町
に
お
い
て
も
対
策

を
実
施
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
児
童
、
生

徒
の
健
全
な
成
長
に
必
要
不
可
欠
な

学
校
給
食
に
与
え
る
影
響
は
看
過
で

き
な
い
も
の
と
考
え
る
。
本
町
に
お

い
て
は
、
給
食
費
の
半
額
を
公
費
負

担
す
る
独
自
の
事
業
を
継
続
し
て
い

る
が
、
令
和
５
年
度
以
降
一
人
当
り

の
給
食
費
に
変
更
が
な
く
状
況
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
今
の
と
こ
ろ
影
響

が
な
い
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。
１
点

目
、
「
影
響
は
な
い
」
と
い
う
認
識

の
根
拠
に
つ
い
て
。
２
点
目
、
学
校

給
食
の
主
要
な
食
材
に
つ
い
て
、
過

去
１
〜
２
年
間
で
取
引
先
の
仕
入
れ

価
格
は
ど
の
よ
う
に
変
動
し
た
の

か
。
３
点
目
、
今
後
の
町
の
対
応
に

つ
い
て
、
現
在
の
物
価
高
騰
が
一
時

的
で
は
な
く
長
期
に
わ
た
る
場
合
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
両
立
さ
せ
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
検
討

し
て
い
る
の
か
、
今
後
の
具
体
策

は
。

（
教
育
長
）
１
点
目
の
「
物

価
高
騰
の
影
響
に
つ
い
て
」

は
、
本
年
一
学
期
の
予
算
執
行
状
況

と
今
後
の
見
通
し
に
鑑
み
て
、
年
度

末
ま
で
安
定
し
た
学
校
給
食
の
運
営

が
で
き
る
状
況
で
あ
る
と
受
け
止
め

て
い
る
。
２
点
目
の
「
食
材
の
動
向

に
つ
い
て
」
は
、
う
る
ち
米
の
値
上

が
り
が
大
き
く
、
牛
乳
も
値
上
が
り

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
週
当
た
り
の
米

飯
給
食
や
パ
ン
、
麺
の
給
食
回
数
は

変
更
せ
ず
、
お
か
ず
で
あ
る
主
菜
、

副
菜
と
汁
物
の
献
立
の
工
夫
な
ど
に

よ
り
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
肉
、

魚
、
野
菜
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
と

比
較
し
て
目
立
っ
た
変
動
は
見
ら
れ

て
い
な
い
。
３
点
目
の
「
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
」
は
、
食
料
品
等
の
物

価
高
騰
が
継
続
し
た
場
合
に
お
い
て

も
、
基
本
的
に
は
半
額
補
助
を
継
続

し
て
い
く
方
針
で
あ
る
こ
と
を
町
長

と
共
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
生
き
た
教
材
」
と
な
る

地
場
産
物
の
活
用
を
促
進
し
、
地
域

の
自
然
、
文
化
、
産
業
等
に
関
す
る

理
解
や
生
産
者
の
方
々
の
努
力
、
食

に
関
す
る
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
を
育

む
食
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

再　
質　
問

献
立
の
工
夫
は
、
食
材
の
置

き
換
え
や
調
理
法
の
変
更
に

よ
っ
て
子
供
た
ち
の
栄
養
や
満
足
度

を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
教
育
長
の

見
解
を
求
め
る
。
次
に
、
今
後
生
徒

数
の
減
少
に
伴
う
給
食
セ
ン
タ
ー
の

コ
ス
ト
構
造
の
変
化
を
見
据
え
て
、

さ
ら
に
物
価
高
騰
が
継
続
し
た
場
合

に
、
現
在
の
半
額
補
助
か
ら
さ
ら
に

補
助
率
を
引
き
上
げ
、
よ
り
手
厚
い

保
護
者
向
け
の
支
援
策
を
実
施
す
る

よ
う
望
む
が
町
長
の
見
解
は
。
ま

た
、
地
場
産
物
の
活
用
促
進
に
ど
の

よ
う
な
目
標
を
持
た
れ
て
い
る
の

か
、
教
育
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

（
教
育
長
）
小
学
校
で
は
毎

学
期
に
児
童
と
保
護
者
か
ら

給
食
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
お
り
、
７
割
の
子
供
た
ち
に
「
美

味
し
い
」
と
い
う
回
答
を
貰
っ
て
い

る
。
美
味
し
さ
、
質
と
量
に
つ
い
て

も
当
然
確
保
し
て
、
学
校
給
食
の
改

善
充
実
を
ま
す
ま
す
進
め
て
い
き
た

い
。
地
場
産
物
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
道
の
目
標
５
割
に
対
し
遠
別
町

は
55
％
と
目
標
は
ク
リ
ア
し
て
お

り
、
こ
れ
を
一
つ
の
指
標
と
し
な
が

ら
、
地
元
生
産
者
や
事
業
者
の
皆
さ

ん
と
連
携
・
協
力
を
い
た
だ
き
、
よ

り
一
層
促
進
し
て
い
き
た
い
。

（
町
長
）
現
在
の
負
担
を
増

や
さ
ず
に
現
状
の
栄
養
素
、

カ
ロ
リ
ー
を
保
っ
た
ま
ま
、
満
足
し

た
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
が
第
一
な

の
で
、
ま
ず
は
こ
れ
に
注
力
す
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。
補
助
率
の
引

き
上
げ
に
つ
い
て
は
国
の
動
向
も
注

視
す
る
べ
き
と
考
え
、
ま
ず
は
現
状

の
半
額
補
助
を
継
続
し
て
い
き
た

い
。

第  

４  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

町
政
を
問
う

問

答

答

問

答
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総務産業常任委員会　町内所管事務調査

議会からのたより
第 64 号

　９月１２日に総務産業常任委員会町内所管事務調査が行われ、午前中には現地調査活動として、
郷土資料館・郷土資料館収蔵庫ほか４箇所を調査し、午後からは議会審議の参考に資するため、
担当者への事情聴取が行われた。

現地での調査活動

　昭和 12 年建築の旧丸松小学校校舎を改修して開
設した郷土資料館は、外壁等が痛み、布基礎がな
いためアライグマが出入りし、営巣する現状となっ
ている。郷土資料館・収蔵庫共に仮に大規模修繕
を行うにしても、建築基準法上の建築確認手続き
が通らない可能性がある。令和 6 年度の利用者数
は 41 人。展示資料数は約 700 点。

　鉄筋コンクリート造２階建、延床面積 3,785.45
㎡。12 月中旬頃には躯体工事が完了する予定。そ
の後は屋上防水工事、外部サッシ取付、内装工事、
外断熱工事、電気設備取付、機械設備取付や仕上
げ工事に取り掛かる予定で、令和 8 年 7 月までの
工期で建設工事が進んでいる。

事情聴取

友愛苑における運営移行後の経営状況について
　社会福祉法人ふくろう会が事業承継し、令和７年８月１日から運営を開始している。８月末現在の入所者
数は４３名。うち３名が入院中。町外からの入所者は２名。これまで行ってきた事業はそのまま行い、デイサー
ビスもこれまでどおり行うと聞いている。介護報酬についてはサービス提供加算（Ⅱ）から、サービス提供
加算（Ⅰ）ということで、単位数で２単位上げることができた。夜勤職員の体制加算は２２単位のマイナス
となっている。施設関係は屋上防水の修繕が必要な状況で、積算ではおおむね３，０００万円の費用となる。
現在入所希望者は２０名ほどいるが、要介護３以上で介助の必要が近々に迫っている方は多くないと聞いて
いる。今後は入所判定委員会に福祉課職員もオブザーバーとして参加する。
　説明に対し委員会からは、修繕については国や道の補助金を充てるよう、早期に対応するよう努めること、
また、協定の中で赤字補填をすることとなっているので、事業者には月別の収支状況の報告を町へ提出する
ことを求め聴取を終了した。

　令和７年はドッグラン（試行：10m×20m）を７月
９日から供用開始。今年度 4 月から7 月までの道の
駅利用状況は 72,277人（前年度対比 -4,917人）、と
んがりかん6,899人（同+46人）、キャンプ場176人（同
+17人）。コインランドリー利用回数合計は 1,260
回となっている。

道の駅周辺の状況

中学校建設工事の進捗状況

郷土資料館建物の現状
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8
月
20
日
、
札
幌
市
で
開
催
さ

れ
た
「
議
会
広
報
研
修
会
」
に
、

議
会
報
発
行
特
別
委
員
会
か
ら
2

名
の
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー 

芳
野
政

明
氏
を
講
師
に
迎
え
「
議
会
の
『
見

え
る
化
』＆
住
民
と
の
『
信
頼
築
く
』

議
会
広
報
の
基
本
と
編
集
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
議
会
報
の
課
題
や

改
善
の
方
向
性
、
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
の
役
割
、
戦
略
的
な
広
報
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
今
後

の
誌
面
づ
く
り
に
活
か
せ
る
多
く

の
ヒ
ン
ト
を
得
ま
し
た
。

　
　

　

８
月
29
日
、
留
萌
管
内
町
村
議

会
議
員
研
修
会
（
主
催
者
：
管
内

町
村
議
会
議
長
会 

木
村
健
一
会
長

（
初
山
別
村
議
会
議
長
））
が
マ
ナ

ピ
ィ
・
21
で
開
催
さ
れ
、
管
内
町

村
議
会
議
員
74
名
が
参
加
し
、
当

町
か
ら
は
議
員
７
名
と
事
務
局
職

員
２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
「
地
方
行
財
政
の

課
題
」
と
題
し
て
内
閣
官
房
（
内

閣
官
房
副
長
官
補
室
）
内
閣
審
議

官　

新
田
一
郎
氏
の
講
演
が
行
な

わ
れ
、
人
口
減
少
下
に
お
け
る
広

域
連
携
や
、
振
興
局
が
各
種
取
り

組
み
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
っ
た
こ
と
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
、
東
京
遠
別
会
（
高

橋
二
三
次
会
長
）
の
第
36
回
総
会

が
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、
設
立
40

周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
議
会
か
ら
は
小
森
議
長
、
白

幡
副
議
長
、
山
下
議
員
の
3
名
が

出
席
し
、
町
か
ら
は
國
部
町
長
ほ

か
職
員
2
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
北
海
道
東
京
事
務
所

行
政
課
長
や
北
海
道
ふ
る
さ
と
会

連
合
会
副
会
長
な
ど
、
多
く
の
来
賓

の
方
々
が
出
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
故
郷
・
遠
別
町
の
懐
か

し
い
話
に
花
が
咲
き
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、

総
務
産
業
常
任
委
員
会
（
山
本
仁

美
委
員
長
）
に
よ
る
道
外
所
管
事

務
調
査
が
行
わ
れ
、
大
分
県
竹
田

市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
議
会
議
員

全
員
と
遠
別
町
教
育
委
員
会
教
育

長
が
出
席
し
、
竹
田
市
に
お
け
る

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ

い
て
」
及
び
「
久
住
高
原
農
業
高

等
学
校
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い

て
」
の
テ
ー
マ
で
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は

次
号
で
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

議
会
広
報
研
修
会

留
萌
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会

議会広報研修

留萌管内町村議会議員研修会

議会からのたより
第 64 号

東
京
遠
別
会
総
会

東京遠別会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

道
外
所
管
事
務
調
査

大分県立くじゅうアグリ創生塾にて
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議会からのたより
第 64 号

議会の主な動き ( 令和 7 年 8 月～令和 7 年 10 月）

10月
3 日 第７回議会報発行特別委員会

8日 第 10回議会全員協議会

9日 北海道縦貫自動車道　士別市～稚内市間　
北・北海道高速交通フォーラム（中川町）

10～
12日 東京遠別会総会（東京都）

19～
22日

総務産業常任委員会道外所管事務調査
（大分県竹田市）

29日 第５回遠別町議会（臨時会）
第８回議会報発行特別委員会

8月
1 日 第１回総務産業常任委員会

5日 留萌GX・みなとセミナー（留萌市）

15日 第７回議会全員協議会

19日 戦没者・功労者追悼式

19～
20日

北海道町村議会広報研修会（札
幌市）

21日 第８回議会全員協議会

25日 第３回議会運営委員会

30日 留萌駐屯地及び稚内地域事務所
との親睦パークゴルフ大会

9月
5 日 天塩高等学校存続期成会

要望会（留萌市）

8、
10日

第４回遠別町議会（定例
会）

8日 第９回議会全員協議会

9日 令和６年度遠別町各会計
決算審査特別委員会

11日 遠別町敬老会

12日 総務産業常任委員会町内
所管事務（現地調査及び
事情聴取）

あとがき（白井委員）

　今夏、「令和のコメ騒動」とも称されたように、ス－パ－等の売り場からコメが消えた。コメ
の作付面積、収穫量とも道内でも例外ではなかった。もともと「米騒動」といえば歴史の授業
で習った１９１８年（大正７年）の出来事。久しぶりに学生時代に使った教科書を引っ張りだし
てみた。輸出用米用の増加や農業の担い手が都会へ流出したことによる生産量減のほか、投
機目的でコメの買い占めが相次いだことなどが米価高騰につながり暴動に発展した。今回は主
に猛暑によるコメの収穫量の減少や訪日外国人客の増加による外食産業での需要
の高まりに加え、不足感が強まったことから買い占めがあったことも要因とされる。
大正、平成、令和と続く「騒動」で共通するのは「買い占め」だと思われる。米価
格上昇で消費者の米離れを招けば、流通業者と生産者は共倒れになる。農家は、
一獲千金ではなく「自信を持って次世代に継がせられる」農業政策を望んでいます。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会

委 員 長　　山下　　悟
副委員長　　白井　金治
委　　員　　白幡　広喜
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